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決算説明
平成２６年１０月３１日発表

平成２７年３月期 第６９期
第２四半期
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平成２７年３月期
(第６９期)

第２四半期業績



3

０

（百万円）

当第２四半期前第２四半期

Ⅰ-01 平成２７年３月期(第６９期)第２四半期業績

６，８１７ ８，３２７

工業用ミシン
85.6％

連結売上高

８，０００

＜工業用ミシン＞
●販売台数 前期比 ▲０．８％

計画比 ▲２．０％
●販売単価 前期比 １６．３％

（為替要因除外 前期比 ６．４％）
計画比 ５．５％

工業用ミシン
84.8％

その他
0.2％

ダイカスト部品
14.2％

ダイカスト部品
15.0％

その他
0.2％

●前年同期比 ２２．２％（１，５１０百万円増）

当期実績 前期比 増減率

工業用ミシン ７，０５９ １，２２４ ２１．０％

ダイカスト部品 １，２５２ ２８６ ２９．７％

その他 １５ ▲１ ▲３．８％

連結合計 ８，３２７ １，５１０ ２２．２％

６，０００

４，０００

２，０００

計 画 計画比 増減率

工業用ミシン ６，５７０ ４８９ ７．４％

ダイカスト部品 １，３１０ ▲５８ ▲４．４％

その他 １０ ５ ５０．０％

連結合計 ７，８９０ ４３７ ５．５％

１０，０００
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Ⅰ-02 平成２７年３月期(第６９期)第２四半期業績

売上高増加要因売上高増加要因

１．為替の円安効果

２．工業用ミシン事業はチャイナプラスアザーズの継続で、
中国は低調だが、その他のアジアおよび米州が好調に
推移。
その他のアジアにおいては、バングラデシュプラスワン
により、インドが復活。

３．ダイカスト部品事業は好調な自動車産業に支えられ、
堅調に推移。



計画比
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Ⅰ-03

連結営業利益連結営業利益 連結経常利益連結経常利益
税金等調整前
当期純利益

税金等調整前
当期純利益

１，２０６

９２５

１，１４９

２９０

(百万円)

前期中間 当期中間

２００

０

連結当期純利益連結当期純利益

４６５

１，６４４２２４↑

営業外収益 ３２４
営業外費用 １０１

特別利益 ４９５
特別損失 ０

▲４３８↓

法人税等 ２８７
法人税等調整額 １１６
少数株主利益 ３３

４８１ ６８５ １，１７９ ９１６前期比

４４４ ４６４

売上高 ８，３２７
原価率 ▲２．８
売上総利益 ＋７４７
販管費 ＋２６６

平成２７年３月期(第６９期)第２四半期業績

１，４００

１，２００

４００

１，６００

１，８００

４９５↑

１９５ ４７９ ４９４ ４５６

６００

８００

１，０００

当期中間計画

７３０
６７０

１，１５０

７５０
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Ⅰ-04 平成２７年３月期(第６９期)第２四半期業績

原価率改善要因原価率改善要因

１．生産台数増加に伴う操業度アップ

２．海外部品調達増加

３．為替の円安効果

４．海外子会社の原価改善効果

５．販売単価のアップ
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●為替による影響

Ⅰ-05

（百万円）（連結業績ベース）

通 貨 JPY USD EUR RMB 当期実績
為替要因

除外
前期実績

為替要因除外

前期比

期中為替レート － ¥102.66 ¥140.56 ¥16.74 － － － －

前期為替レート － ¥94.56 ¥124.18 ¥15.07 － － － －

差 額 － ¥8.10 ¥16.38 ¥1.67 － － － －

売上高 ２５２ ５，０５７ ５８２ ２，４３７ ８，３２７ ７，６１７ ６，８１７ ８００

比率 ３．０％ ６０．７％ ７．０％ ２９．３％ １００．０％ － － －

為替影響額 ０ ３９９ ６８ ２４３ ７１０ － － －

売上原価 １，５９７ ３８４ ０ ３，２７５ ５，２５５ ４，８９８ ４，４９２ ４０６

比率 ３０．４％ ７．３％ ０．０％ ６２．３％ １００．０％ － － －

為替影響額 ０ ３０ ０ ３２７ ３５７ － － －

原価率 － － － － ６３．１％ ６４．３％ ６５．９％ －

販売管理費 ９５０ ６２９ ９３ ４７５ ２，１４７ ２，０２５ １，８８０ １４５

比率 ４４．３％ ２９．３％ ４．３％ ２２．１％ １００．０％ － － －

為替影響額 ０ ５１ １１ ６０ １２２ － － －

営業利益 ▲２，２９５ ４，０４４ ４８８ ▲１，３１２ ９２５ ６９３ ４４４ ２４９

為替影響額 ０ ３１７ ５７ ▲１４２ ２３１ － － －

平成２７年３月期(第６９期)第２四半期業績
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0

+231

+273

当期営業利益

営業利益増減要因営業利益増減要因

販売増 原価改善 為替変動経費増前期営業利益

（百万円）

平成２７年３月期(第６９期)第２四半期業績

▲145

444

Ⅰ-06

+121
481

444

925

0
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日 本
その他の
アジア

中 国 米 州 欧 州

68期中間 ２３３ ２，２５１ ２，８５４ ８５６ ６２３ ６，８１７

69期中間 ２５２ ２，４４５ ３，５７７ １，４７２ ５８１ ８，３２７

増減比 ▲１１．６％ ５．８％ １．３％ ２０．７％ ６．８％ ５．６％

増減数 ▲３３ １３５ ４７ ２５２ ３７ ４３８

前期比前期比

２５．４％

▲６．７％

連結所在地別セグメント売上高(百万円)連結所在地別セグメント売上高(百万円)

０

１，０００

２，０００

３，０００

８．２％

８．６％

７１．９％

合 計

前年同期比
２２．２％

（１１．７％）

（▲２．２％）
（１５．５％）

（５８．３％）

平成２７年３月期(第６９期)第２四半期業績

（▲１７．６％）

※（ ）内は為替要因除外の
場合の前期比

Ⅰ-0７

計画比

４，０００
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資 産資 産 負債・資本・純資産負債・資本・純資産
（百万円）

●現金及び預金の減少
●受取手形および売掛金の減少
●棚卸資産の増加
●有形および無形固定資産の減少
●建設仮勘定の増加

前期末 当中間

●借入金の減少
●未払金の減少
●社債の増加
●利益剰余金の増加
●為替換算調整勘定の減少

前期末 当中間

0

（百万円）

流動資産

固定資産

25,528 25,068

18,534

6,994

18,133

6,9355,000

10,000

15,000

20,000

純資産

固定負債

25,528 25,068

13,846

4,561

7,121

4,587

14,422

6,058

0

5,000

10,000

15,000

20,000

流動負債

連結貸借対照表連結貸借対照表

平成２７年３月期(第６９期)第２四半期業績

25,000

25,000

Ⅰ-08

30,000



2.6%

8.2% 8.9%

11

自己資本/自己資本比率/ＲＯＥ自己資本/自己資本比率/ＲＯＥ １株当り純資産１株当り純資産 配当金/１株利益/配当性向配当金/１株利益/配当性向

第68期末第68期
中間

第69期
中間

第68期末第68期
中間

第69期
中間

連結財政状況連結財政状況

平成２７年３月期(第６９期)第２四半期業績Ⅰ-09

13,814

11,842

(百万円) (%)

54.0%
51.6%

13,184

55.1%

0

2,500

10,000

7,500

12,500

15,000

5,000

0

20

30

40

50

60

10

623.32

528.64

(円)

594.90

0

100

200

400

500

600

700

第67期

第66期 第68期

0

-4

(%)

4

8

12

-20

0

(円)

20

40

60

▲6.50

2.0
7.80 6.0

42.60

10.0

69.94

第69期
予想

14.0%

80 16

300

14.3%

第69期
中間

4.0
(半期)

54.45
(半期)

7.3%
(半期)

配当の状況配当の状況 第66期 第67期 第68期 第69期

中 間 2円 0円 3円 4円

期 末 0円 0円 3円 （6円）

年 間 2円 0円 6円 （10円）
※ROE
当期純利益÷期首期末平均自己資本

ＲＯＥ自己資本比率
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平成２７年３月期
(第６９期)
業績予想



8,327 7,873 

925 

775 

0

200

400

600

800

1,000

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

2Q累計実績 下期予想

売上高 営業利益

13

Ⅱ-01 平成２７年３月期(第６９期) 連結業績予想

通期計画 中間実績 進捗率 中間計画 増減率 増減額

売上高 16,200 8,327 51.4％ 7,890 5.5％ 437

営業利益 1,700 925 54.4％ 730 26.7％ 195

経常利益 1,730 1,149 66.4％ 670 71.5％ 479

当期純利益 1,550 1,206 77.8％ 750 60.8％ 456

通期業績予想、進捗 （百万円）通期業績予想、進捗 （百万円）

営業利益
（百万円）

売上高
（百万円）
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所在地別セグメント売上高(百万円)所在地別セグメント売上高(百万円)

Ⅱ-02 平成２７年３月期(第６９期) 連結業績予想

通期計画 中間実績 進捗率 中間計画 増減率 増減額

日 本 510 252 49.4％ 286 ▲12.1％ ▲34

中 国 4,455 2,445 54.9％ 2,312 5.7％ 133

その他のアジア 7,455 3,577 48.0％ 3,530 1.3％ 47

米 州 2,650 1,472 55.5％ 1,219 20.7％ 253

欧 州 1,130 581 51.4％ 548 6.0％ 34

通期予想通期予想

233

2,251

2,854

856
623

252

2,445

3,577

1,472

581

日本 中国 その他アジア 米州 欧州

69期中間

68期中間



ダイカスト事業を収益の第２の柱へ

平 成 26 年 11 月 、 天 津 Ｐ Ｓ Ａ に て

ISO/TS16949（BSI認証）取得。欧米

自動車メーカーへの新規参入に向けて

優位に。

天津工場は第1フェーズで得たノウハウに

よる高付加価値化と生産能力の増強へ。

平成25年（2013年）4月、ベトナム・ドンナイ

省（ホーチミン近郊）に合弁会社設立。

平成２６年（2014年）2月に営業開始。

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

0

400

800

1,200

1,600

2,000

2,400

2,800

603

1,154
1,368

1,767
2,119

平成22年
3月期

平成23年
3月期

平成24年
3月期

平成25年
3月期

平成26年
3月期

売上高
(百万円)

営業
利益率
(％)

-20.0%

-15.0%

-10.0%

-5.0%

0.0%

5.0%

10.0%

0

2,500

5,000

7,500

10,000

12,500

15,000

平成22年
3月期

平成23年
3月期

平成24年
3月期

平成25年
3月期

平成26年
3月期

売上高
(百万円)

営業
利益率
(％)

7,985
11,943 11,152 10,170 14,067

-15.1%

3.6%
1.7% 0.2%

7.9%

12.5%

25.7%
25.0%

26.9%
23.0%

ダイカスト部品業績推移

連結業績推移

今後の展望

収益の第２の柱として発展させ、
グループの業績拡大ならびに
企業価値の向上を目指す。

Ⅱ-03

15
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平成２７年３月期
(第６９期)
重点課題
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１．売上高対策

-01 重点課題

１）重点課題の推進
*販売単価アップの継続（毎期５％）
*台湾系、韓国系縫製業社との取引拡大
*中国製ハイエンド機種の拡販
*オセロ作戦の展開
*成長市場（販売重点推進地域）の販売強化
*ダイカスト事業の拡大

２）中国販売戦略の転換
*販売重点機種の軸足をハイエンド機種へ
*分公司の整理、代理店の整理・拡大
*模倣ミシンの排除（偽物対策の徹底）
*部品調達の中国内での多様化

３）その他
*３つの差別化の徹底
*市場環境に即応可能な海外拠点の整備

Ⅲ
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Ⅲ-02 重点課題

２．原価改善対策

１）海外部品調達比率アップ

２）委託ミシンの仕入れ単価低減
*製造拠点の原価低減
（ミシン事業、ダイカスト部品事業の中国およびベトナムの製造拠点）

*部品調達先の多様化 （ベトナム、中国内）

３）品質改善による無駄の撲滅
*部品品質改善プロジェクト推進
*品質監査室活動強化
*部品納期改善・不良率ゼロ
*部品発注方式の変更
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会社概要
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Ⅳ-01 会社概要

代表者

創 業

会社名

所在地

ペガサスミシン製造株式会社

代表取締役社長 清水盛明

大正３（１９１４）年１月

大阪市福島区

資本金 １９億８７５万円（平成２６年９月末現在）

売上高 １４０億６，７００万円（平成２６年３月末現在）

従業員数 １，２６３名（連結平成２６年９月末現在）
２２４名（単体平成２６年９月末現在）

事業内容 工業用環縫いミシンおよび部品の製造・販売
自動車用安全ベルト関連部品の製造・販売

会社概要 株主状況

個人・その他
97.22%

平成２６年９月末時点

◆所有者別比率(%)

個人・その他
51.45%

外国法人等
4.00%

金融機関

21.21%

証券会社

3.03%

その他の
法人
13.51%

自己名義
株式
6.80%

外国法人等

金融機関

証券会社

その他の法人

自己名義
株式

◆所有者別持株数比率(%)

0.93%

0.63%

0.55%

0.65%

0.02%

氏名または名称 割合(％)

1 日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 7.67

2 ペガサスミシン製造株式会社 6.80

3 株式会社美馬 6.53

4 板東敬三 3.50

5 株式会社三井住友銀行 3.49

6 吉田隆子 2.99

7 ペガサスミシン従業員持株会 2.67

8 美馬成望 2.58

9 板東雄大 1.97

10 美馬正道 1.84
計 40.04

大株主の状況大株主の状況 平成２６年９月末時点
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連結業績推移連結業績推移

（単位：百万円）

１５，０００

２，０００

０

第６０期
平成１８年
３月期

第６１期
平成１９年
３月期

第６２期
平成２０年
３月期

第６３期
平成２１年
３月期

第６４期
平成２２年
３月期

Ⅳ-02 会社概要

１０，０００

５，０００

▲２，０００

０

４，０００２０，０００

売上高 利益

売上高（左） 営業利益（右） 経常利益（右） 当期純利益（右）

16,283
2,797
3,038
2,246

16,708
2,781
2,659
2,077

16,615
2,349
2,083
1,357

※グラフ内の数字は上から売上高、営業利益、経常利益、当期純利益

10,059
▲1,063
▲1,193
▲1,843

7,985
▲1,206
▲1,181
▲1,940

11,943
428
431
156

第６５期
平成２３年
３月期

11,152
192

78
▲149

第６６期
平成２４年
３月期

10,170
21

266
174

第６７期
平成２５年
３月期

14,067
1,118
1,260

953

第６８期
平成２６年
３月期

1，０００

３，０００

▲１，０００
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事業内容



Ⅴ-01 事業内容 工業用ミシン

工業用環縫いミシンの製造・販売
工業用ミシンとは、衣料縫製産業の主要生産設備 資本財

ミシン

家庭用ミシン

工業用ミシン

環縫いミシン

本縫いミシン

環縫いミシンと本縫いミシンの違い

環縫いミシン 本縫いミシン

ニット（編まれたもの）の構造 織物（織られたもの）の構造

環縫いの縫い目(断面図)

● カジュアルウェア
● スポーツウェア etc

本縫いの縫い目(断面図)

● スーツ
● ジーパン etc

特 化 !

当社は主に輸出向けの高級ニット
ウェアやカジュアルウェアなどの縫製
で広く使用されている環縫いミシンに
特化した事業を展開
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Ⅴ-02 事業内容 工業用ミシン

様々な用途に対して、豊富な機種を展開。その数 種類以上!!3,500

様々な用途に使われる環縫いミシン。
当社では現在、3,500種類以上の
品揃えで、ユーザーニーズに対応!!

24



主に先進国に輸出

品質重視
主に先進国に輸出

品質重視

Ⅴ-03 事業内容 工業用ミシン

高性能・高機能の環縫いミシン業界は寡占状態

輸出縫製輸出縫製

信頼のある設備
（世界で認められた設備）

TOP SHARE

環縫いミシン市場は

J社
（日本）

Y社
（日本）

K社
（台湾）

開発途上国内で消費

価格重視(低価格)
開発途上国内で消費

価格重視(低価格)

内需縫製内需縫製

より安い
設備・材料

環縫いミシン市場は

巨 大 市 場
中国製ミシン

低品質

低価格で百数十社

ローカル製ミシン

模倣ミシン
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Ⅴ-04 事業内容 工業用ミシン

環縫い市場は安定的に拡大

世界人口の

増 加
世界人口の

増 加

生活水準向上による

＋
一人当たり保有枚数

増加

カジュアル化
民族衣装からの変化

たとえばサリーから

ジーンズへ等

日常の生活を支える三大要素

「衣」・「食」・「住」

生産財 当社の携わる工業用ミシン
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Ⅴ-05 事業内容 工業用ミシン

縫製産地は絶えず好条件の生産拠点を求めて移動

好条件とは

品質の良い縫製品が安く作れる

まとまった数量が確保できる

納期が守れる

為替が安定している

関税が低い・・・等

これらの条件が充足されなくなると・・・

縫製基地としての

価値が低下

好条件を求めて

新たな縫製基地へ!!

新工場

設立
新工場

設立

設備の新規導入設備の新規導入

工業用ミシンの

販売チャンス!!
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当社販売拠点を中心に、世界約70か国、約200社の販売代理店網を整備。

Ⅴ-06 事業内容 工業用ミシン

グローバルな生産および販売体制を構築

生産体制
工業用ミシンにおいては日本、中国、ベトナムで、
ダイカスト部品は中国および新たにベトナムで2014年より操業

販売体制
工業用ミシンにおいては各国の

28



Ⅴ-07 事業内容 工業用ミシン

新規参入が難しい環縫いミシン業界

精密機械である高性能・高機能な環縫いミシン業界への参入は難しい

機構が複雑で
部品点数が多い

バリエーションが
豊富

ニット素材はデリ
ケート（扱いにくい）

精密構造 機種が多い 職人技の世界

部品精度の管理や組立ノウハウ、教育制度の充実が必要

高い参入障壁
29



Ⅴ-08 事業内容 工業用ミシン

環縫いのＰＥＧＡＳＵＳとしての知名度を確立

ミシン業界は

150年以上の歴史

100周年を迎え

る環縫いミシンの

2014年に創業

専業メーカー

1964年、欧州最大の
繊維総合メーカーによる
600時間耐久テストで、

当社のオーバーロックミシン
のみ

合格!

世界ブランド

確立

世界中で

顧客ニーズに

合わせた

３,５００
種類以上の

豊富な機種を

展開!

世界トップクラスの

開発技術力!

世界最小径!!

世界最高速!!

業界における当社の位置付け
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Ⅴ-09 事業内容 工業用ミシン

国際分業による効率的な生産体制 － ＢＭ生産方式

0%

50%

100%

150%

200%

H8/3 H12/3 H16/3 H17/3 H18/3 H19/3

販売台数 グループ在庫

在庫削減効果（当社販売台数と在庫の推移）

（平成８年３月の販売台数、グループ在庫をそれぞれ100%とする）

委託生産 ２５~３０％

日 本

中 国

ベトナム

ＢＭ生産方式とは

中 国

日 本

ミシンの基礎部分
の組立

オーダーを受けて
最終完成品に組立

ＢＭ生産方式のメリット

通常２１日の生産工程を最短３日へ短縮

１台のベースマシンから平均２５種類のサブ
クラスに展開

一貫生産 １％
ＢＭ完成 ８~１０％

一貫生産（内需用） ３０~３５％
委託生産（内需以外） ２５~３０％

納期短縮・コストダウン・在庫削減

完
成
ミ
シ
ン
を

市
場
へ

ＢＭ効果
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Ⅴ-10 事業内容 ダイカスト部品

各種ダイカストによる自動車用安全ベルト関連部品の製造・販売

リトラクター部分の
ダイカスト製品

イメージ図

使用部位

当社の強み!

中国国内で日本製と
同等品質の部品を製造!

平成１９年（2007年）１月
中国・天津市に合弁会社設立

平成２０年（2008年）１月、営業開始

グループの業績拡大ならびに企業価値の向上を目指ざす。
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ダイカスト部品事業の拡大

設 立 時 期

商 号

代 表 者

平成２５年４月１０日

PEGASUS-SHIMAMOTO AUTO PARTS 

(VIETNAM) CO., LTD. 

美馬 正道

ダイカスト部品に関わる需要増加への対応を目的とし、
ベトナムに新たな生産拠点を設立。

決 算 期 １２月３１日

■ ２０１３年世界の自動車生産台数
前年比３．７％増の約８，７３５万台（国際自動車工業連合会（OICA））

【参考】

所 在 地 ベトナム社会主義共和国ドンナイ省

資 本 金 ８８０万米ドル

当社出資額 ６９０万米ドル

（出資比率 ７８．４１％）

ホーチミン

ハノイ

ハイズン省
(ミシン)

ドンナイ省

事業内容 ダイカスト部品Ⅴ-11
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